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令和元年１０月３１日（火）、午後１時から、アルカディア市ヶ谷私学会館において第
６５回定例会が行われた。

開会 １３：００～ 会長あいさつ 会長 椛沢 幸苗氏

講演 １３：１５～１４：００

〈テーマ〉 「新制度見直しが次年度から」

〈講師〉 当会副会長 坂﨑 隆浩氏

★子ども・子育て会議による５年後の見直しが検討

〇公定価格に係ること

・算定の在り方、基本分単価の在り方、地域区分の在り方

（公定価格の積み上げ方式から包括方式へと財政審から求められている）

・土曜日開所に関する在り方

〇処遇改善や事務負担軽減や保育の現場で働く人材の確保に関すること

・処遇改善の着実な実施と方策

・保育士以外の職種配置に関する公定価格上の評価

・休日保育における共同保育の評価在り方

・事務負担の軽減方策

〇現時点での５年後見直し検討のまとめ（問題点がクローズアップ）

・待機児童対策を強化、全国的に保育士慢性不足、社会福祉法の改正、

・処遇改善等加算Ⅰ（基準年度の変更）及びⅡについて、キャリアアップ研修

・幼児教育・保育の無償化

★キーワード求められる法人経営

〇子育て支援施設は子育て支援を超えられるか

〇地域に何が出来るか、何が求められているのか

〇施設の存在意義を見つめなおす

保育所・こども園として更に法人として→地域のライフラインの核として
〇法人組織の在り方、法人教科と多職種との連携

〇法人職員の育成の組織化、公開保育等の評価議論、第三者評価

〇法人同士の連携法人、合併、統合を考える時期

過疎地域対策としては早急に考えたい

講演 １４：００～１５：００

〈テーマ〉 「農林水産省における和食文化の保護・

継承の取り組み」

〈講師〉 農林水産省食糧産業局

食文化・市場開拓課

和食室長 小宮 恵理子氏

１．ユネスコ無形文化遺産に登録された「和食」とは何か？

「無形文化遺産」とは、芸能や伝統工芸技術などの形にない文化であって、土地の

歴史や生活風習などと密接に関わっているもの。和食とは「自然を尊重する」というと

ころに基づいた日本人の食習慣

〇無形文化遺産に登録された和食文化の４つの特徴

①多様で新鮮な食材とその持ち味の尊重

②健康的な食生活を支える栄養バランス

③自然の美しさや季節の移ろいの表現

④正月などの年中行事との密接な関わり

２．和食を巡る国内外の状況

★和食文化の継承の状況

・ユネスコ無形文化遺産に「和食、日本人の伝統的な食文化」が登録されたことにつ

いて５３．１％の人が知っている。２１．８％の人が聞いたことがあると答えた。

・家庭等で受け継がれてきた料理や食べ方、作法等の和食文化を受け継ぎ、次世

代へ伝えているのは全国民の２人に１人

・和食文化の継承には家庭や学校の場が重要である。

３．和食に関する「国の取り組み」

・「食育基本法」において国は食文化の継承を推進するため、必要な施策を講ずるこ

ととされている。

・「無形文化遺産の保護に関する条約」に基づいて国は無形文化遺産として登録さ

れた和食文化の保護を確保するために必要な措置をとる。

・平成２９年６月に「文化芸術基本法」において「食文化」が生活文化として位置づけら

れ、同法に基づいて国はその振興を図るとともに、食文化に関する活動への支援そ

の他の必要な施策を講ずるととされている。



報告 １５：２０～１６：００

①平成３０年度保育科学研究報告

報告者 福澤 紀子氏

「幼保連携型認定こども園の現場における３歳未満の教育の質の在り方に

関する研究」 ～遊具環境と遊びに着目して～

②令和元年度保育科学研究経過報告

報告者 岩橋 道世氏

「人的環境としての保育者の語彙力と子どもの育ちの関係性についての研

究」 ～言葉のやり取りを通して見えてくるもの～

説明 １６：１０～１７：００

設立１０周年記念事業アメリカ保育事情視察研修事前説明

〈説明者〉 日通旅行㈱団体営業部 岡村 康彦氏

・令和元年１１月２１日16：40（ANA）成田空港発
⇒ １１月２８日15：20（ANA）成田空港着 を予定。

・視察先 （ニューヨーク） ・ロックフェラー大学付属保育園

・チルドレンミュージアムオブアート

（ラスベガス） ・キッズ・クエスト・デイケア・センター

・保総研特別定例会

（サンフランシスコ）・スタンフォード大学付属保育園

・チルドレン・クリエイティビティ・ミュージアム


